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年賀状データベースソフト使用方法 

1. ダウンロードした「nengaDB」を解凍し、フォルダの中の「住所録データ」というエク

セルデータを開いて、住所録を入力して下さい。入力できたら上書き保存してくださ

い。 

 

※ファイル名、フィールド名は変えないようにしてください。 

2. 次にフォルダの中の「nengaDB」か、「年賀状」というアイコンをダブルクリックして

データベースソフトを起動してください。 

 



iPasso 

 - 2 - 

3. 年賀状管理の「HOME 画面」が表示されます。 

 

初期設定で、サンプ

ルの住所録データが

入力されていますの

で、メニューバーの

「レコード」→「全

レコード削除」を選

択し、サンプルレコ

ードは削除してくだ

さい。 

4. 「年賀状取込」というボタンをクリックし、下図のダイアログボックスが表示されま

すので、配置順を「照合名順」にして、住所録に入力したデータを取り込みましょう。 
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5. 取り込まれたら、下図のような「住所一覧」のフォーム画面が表示されます。 

 

6. 表示方法の切替ボタンで「表形式」を選択すると、下図のように表示されます。ソー

トボタンで並べ替えや、検索ボタンで特定のレコードを抽出することができますので、

試してみてください。 
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7. フォーム形式に戻り、「HOME」のボタンをクリックして HOME 画面の「年賀状縦」をク

リックすると下図のレイアウトに切り替わります。年賀状サイズの空白欄で右クリッ

クし「ピクチャを挿入」を選択して、スキャナで読み取った年賀状画像を挿入して下

さい。 

 

8. 年賀状が横向きのときは、「年賀状横」という青いボタンをクリックすると「年賀状横」

のレイアウトに切り替わります。 
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9. 年賀状横レイアウト 

 
 

世界の代表的な"使いやすい"データベースソフトウェア“ファイルメーカーPro”の機能が使えるソフトですので、いろ

いろ試してみてください！ 
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